
3.据付面河床材を保護する

独自な形状が発揮する メガロックの特⾧

1.流れに対し浮き上がりにくい

2.転石に対しブロックが欠損しにくい

胴部の傾斜は、流れを下向きの力に変え、ブロックの浮き上がりを防ぎます。

流れに正対する突起がなく、転石の多い河川でも欠損しにくい形状です。
また、草木やゴミ等の引っ掛かりを低減します。

ブロック底面の上下流方向に対する遮蔽性が高く、下面の水道を抑えることにより、
据付面を構成する河床材の移動を抑制します。

突起があるブロック

メガロックは流れに正対する突起が有りません

メガロック根固工上流端

上流側ブロック正面図（4t型、ｍｍ）

流れ

ブロック側面図（4t型、ｍｍ）

欠損

草木･ゴミの引っかかり

動画:独自な形状が創り出すブロック上の流れの様子をご覧ください。
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寸法(cm)

L B H

0.5 0.218   2.77   0.501   100.0   95.0   37.5   

1 0.457   4.55   1.051   128.0   121.6   48.0   

2 0.894   7.11   2.056   160.0   152.0   60.0   

3 1.360   9.40   3.128   184.0   174.8   69.0   

4 1.746   11.11   4.015   200.0   190.0   75.0   

5 2.200   12.96   5.060   216.0   205.2   81.0   

6 2.726   14.95   6.269   232.0   220.4   87.0   

8 3.467   16.84   7.974   232.0   220.4   104.4   

10 4.443   19.87   10.218   252.0   239.4   113.4   

12 5.344   22.47   12.291   268.0   254.6   120.6   

16 7.200   27.41   16.560   296.0   281.2   133.2   

20 8.760   31.24   20.148   316.0   300.2   142.2   

コンクリート
 体積
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メガロック形状・諸元
形状図
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多段積施工や仮置が可能です
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